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本日19時開花
～水郷おみがわ花火大会～

利根川河畔小見川大橋下流
（雨天時は翌日に順延）

　

夏
の
夜
の
風
物
詩
と
い
え

ば
、
花
火
。
各
地
で
多
く
の

花
火
大
会
が
行
わ
れ
夜
空
を

彩
り
ま
す
。

　

本
日
開
催
さ
れ
る
﹁
水
郷

お
み
が
わ
花
火
大
会
﹂
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
川
面
を

利
用
し
、
大
空
間
に
炸
裂
す

る
特
大
水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン

や
豪
快
な
花
火
は
見
も
の
で

す
。

　

何
気
な
く
見
て
い
る
花
火

で
す
が
意
外
に
知
ら
な
い
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
見
る
だ
け
で
も
楽
し

い
の
で
す
が
、
花
火
に
関
す

る
ウ
ン
チ
ク
︵
知
識
︶
が
加

わ
れ
ば
、
花
火
見
物
は
、
さ

ら
に
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
花
火
の
豆
知
識
を
紹

介
し
ま
す
。

割物（わりもの） 　玉の内側にびっしりと星を並べ、
中央に割火薬を収め、玉の外側を
丈夫な紙で幾重にも張り固めて作
るのが「割物」です。外皮の強度
と割火薬の爆発力とのバランスが、
大きく丸く開く花火を生み出しま
す。

小割物（こわりもの）
　八方に小さな玉を放出して多数

の小花を一斉に開かせるのが「小

割物」です。割火薬は割物より少

なく、ポカ物より多く使い、千輪菊、

花園、百花園とも呼びます。

ポカ物 　球体の玉皮がポカッと₂つに割
れて、収納された星や細工を放出
するものを「ポカ物」と呼びます。
割火薬も少なく、花火の拡がりも
狭くなりますが、内包するものに
よって色々な花火が工夫できます。
運動会などで音を出すものが代表
例です。

【①配合】
粉状の原料を計量し、
混合する。

↓

【②造粒】
配合薬をまぶして、掛
け星を丸める。

↓↑

【③日乾】
星を日光で乾燥する。
何度か造粒と日乾を繰
り返す。

↓

【④玉込め】
「玉皮」の中に星を並
べる。

↓

【⑤薬詰め】
星の内側に紙を敷き、
割火薬を詰める。

【⑥皮合わせ】
₂つの半玉皮を合わせ
る（パックリ法）。

↓

【⑦玉貼り】
球状に仕上げてクラフ
ト紙を貼る。

↓↑

【⑧玉の乾燥】
何回も玉を乾かし、所
定の強度にする。

↓

　花火が、どのようにして作られるのかを知っ
ていますか。花火師が作る打ち上げ花火ができ
るまでを紹介します。（菊花火の玉編）

完成

　日本の花火は、
丸い球の形をして
います。その中に
は、「星」とよば
れる小さな球の形
をした火薬がなら
べられ、その中は、
いろいろな色の出
る火薬でできてい
ます。

　導火線に火をつけて打ち上げると、球の中心にあ
る「割火薬」が爆発し、その爆発力で星が四方八方
にとばされます。そして、それぞれの星の爆発が、
光の色を変えながら、夜空を彩ります。

外国の花火日本の花火

玉皮

中央に咲く星
割火薬

外側に咲く星

導火線

割物花火の断面図
シンのある菊花火の仕組み

花火はこうして作られる

花火の種類

花火の仕組み

　日本の花火はその構造から「割物」と「ポカ物」、
その中間にあたる「小割物」の₃つに分類されます。
それぞれ、玉の割れ方と中身の飛ばし方に違いがあ
ります。「割物」は、星を均等に遠くまで飛散させ
ます。ポカ物は、玉皮を張り合わせた所から₂つに
割れ、中身を放出します。「小割物」はその中間に
あたります。 　単発で打ち上げられる割物花火の鑑賞ポイント。花

火のどこで良し悪しを判断するのでしょうか。ポイン
トがいくつかあります。

【玉の座り】美しい花火に
は大切なポイント。発射さ
れた花火玉が頂点まで上り
詰めて、ちょうど上昇力を
失い落下に移る瞬間の静止
状態のことです。この一瞬
で破裂することが理想的と
されています。

【割り口】玉が座ったとこ
ろで点火し、星が一斉に飛
び散る瞬間のことを言いま
す。全ての星に同時に火が
ついて均等に飛び散ること
が理想的です。

【盆】玉が開いたときの形
で、どれだけ均整のとれた
きれいな球形に見えるかが
良い花火のポイントです。
開花した後、星が一直線に
綺麗に放射状に飛ぶことを

「肩の張りが良い」と言います。
 （取材協力　国際煙火株式会社）

抜け星

肩の張りが弱い玉の座りが弱い

均整のとれた盆
肩の張りが良い
玉の座りが良い

良い花火の例

悪い花火の例

いびつな盆星が泳ぐ

芯偏り

花火の見方

も
っ
と
知
っ
て

花
火
大
会
を
楽
し
も
う
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【行政情報】

決
定
通
知
・
納
付
書

8
月
中
旬
に
送
付

　

介
護
保
険
料
は
、
平
成
17

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
高
齢

者
の
非
課
税
限
度
額
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
料
段

階
が
大
き
く
上
が
る
人
に
つ
い

所得
段階

対　象　者
（平成17年₁月₁日現在

65歳に達していた人）

保険料率
(基準額

32,400円)

金　額
（年額）

第
4
段
階

本人が市民税非課税で、世帯内
に市民税課税者がいる人

（激変緩和措置非該当）
基準額×1 32,400円

税制改正に伴い

第₁から第₄段階へ変わる人 基準額×0.83 26,800円

第₂から第₄段階へ変わる人 基準額×0.83 26,800円

第₃から第₄段階へ変わる人 基準額×0.91 29,400円

第
5
段
階

本人が市民税課税で、前年の合
計所得金額が200万円未満の人
(激変緩和措置非該当)

基準額×1.25 40,500円

税制改正に伴い

第₁から第₅段階へ変わる人 基準額×1 32,400円

第₂から第₅段階へ変わる人 基準額×1 32,400円

第₃から第₅段階へ変わる人 基準額×1.08 34,900円

第₄から第₅段階へ変わる人 基準額×1.16 37,500円

て
、
平
成
18
・
19
年
度
の
保

険
料
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

「
激
変
緩
和
措
置
」
が
と
ら
れ
、

負
担
が
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、平
成
20
年
度
も
、こ
の
「
激

変
緩
和
措
置
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
前
年
の
合
計
所

得
額
が
1
2
5
万
円
以
下
で
、

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
で
65

歳
に
達
し
て
い
た
人
で
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
の
介

護
保
険
料
額
は
8
月
に
決
定

し
、
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
ま
た
は
納
付
書
を
8
月
中
旬

に
送
り
ま
す
。
保
険
料
率
は
平

成
19
年
度
と
同
率
で
す
。

保
険
料
は

大
切
な
財
源
で
す
！

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

介
護
保
険
加
入
者
の
保
険
料
と

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
負

担
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
、
65
歳
以
上
の
人
の

納
め
る
保
険
料
は
制
度
運
営
財

源
の
約
19
％
を
占
め
る
大
切
な

財
源
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
保
険

料
は
、
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
保
険
料
負
担
を
公
平

に
保
つ
た
め
、
納
め
忘
れ
が
あ

激
変
緩
和
措
置

平
成
20
年
度
も
継
続

介護保険料
■激変緩和措置に伴う保険料額

る
場
合
次
の
よ
う
な
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
に
納
め
忘
れ

が
あ
る
と

1
年
以
上
滞
納
が
あ
る

↓
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

て
、
申
請
に
よ
り
後
で
保
険
給

付
分
（
9
割
）
を
受
け
取
り
ま

す
。

1
年
6
か
月
以
上
滞
納
が
あ
る

↓
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と
な

り
ま
す
。

2
年
以
上
滞
納
が
あ
る

↓
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ

て
利
用
者
負
担
が
3
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

◎
納
付
書
で
納
め
る
人
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
0
8

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）
の
保
険
料

と
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
4
月
よ
り
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
っ
て
い
る
人
、
ま

た
は
10
月
よ
り
、
年
金
か
ら

天
引
き
予
定
と
な
っ
て
い
る

人
の
う
ち
、
下
表
の
要
件
を

満
た
す
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
の
窓
口
へ
申
し
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

ま
た
は
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
め
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

申
し
出
は
、
8
月
20
日
㈬

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

窓
口
に
申
し
出
を
し
た
後
、

速
や
か
に
10
月
分
の
年
金
か

ら
の
天
引
き
を
中
止
す
る
手

続
き
を
行
い
ま
す
が
、
8
月

20
日
を
過
ぎ
て
の
申
し
出
は
、

10
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
申
し

出
の
時
期
に
よ
り
12
月
以
降

の
年
金
か
ら
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
出
に
よ
り
口

座
振
替
に
変
更
し
た
人
で
、

口
座
か
ら
の
振
替
が
不
能
と

な
っ
た
人
は
、
年
金
天
引
き

へ
戻
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
☎
(50)
1
2
2
8

税
務
課 

☎
(50)
1
2
4
2

介
護
福
祉
課
☎
(50)
1
2
0
8

年金天引きから口座振替に
変更となる要件 手続き方法

長寿医療制
度（後期高
齢者医療制
度）保険料

①国民健康保険税を確実に納付していた
人（本人）が口座振替により納める場合
②世帯主または配偶者がいる人（年金収
入が180万円未満の人）でその口座振替に
より納める場合
※①②いずれかの要件を満たすこと

金融機関の窓口にて保険料の口座振
替の手続きを行っていただいた上、

「ご本人控え」を国保年金課、または
各区市民課窓口へお持ちください。

国民健康保
険税

①過去₂年間、保険税を滞納なく納めて
いる人
②これからの保険税を口座振替により納
める人
※①②いずれの要件も満たすこと

金融機関の窓口にて保険税の口座振
替の手続きを行っていただいた上、

「ご本人控え」を税務課、または各区
市民課窓口へお持ちください。

介護保険料
（参考）

今回の納付方法変更の対象にはなりませ
ん。

　

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

皆
さ
ん
が
お
互
い
に
会
費
を
出

し
合
い
加
入
者
と
な
り
、
不
幸

に
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た

人
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。
皆

さ
ん
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
加
入
し
て
い
る

人
も
8
月
31
日
㈰
で
共
済
期
間

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
新
規
に

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人

1
．
市
内
に
住
ん
で
い
る
人（
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
で

集
団
加
入
し
て
い
る
人
を
除
く
）

2
．
1
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人
で
修
学
な
ど
の
た
め
市
外

に
住
ん
で
い
る
人
（
住
所
の
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

■
年
会
費　

1
人　

7
0
0
円

■
共
済
期
間

　

平
成
20
年
9
月
1
日
㈪
か
ら

平
成
21
年
8
月
31
日
㈪
ま
で

（
9
月
1
日
㈪
以
降
に
加
入
す
る

場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日
か
ら
）

■
共
済
見
舞
金

○
死
亡
見
舞
金
…
1
5
0
万
円

○
傷
害
見
舞
金
…
程
度
に
応
じ

て
2
万
円
〜
50
万
円

※
原
則
と
し
て
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
で
発
行
さ
れ
る

交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故

扱
い
）
が
な
い
と
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い

■
加
入
手
続
き

　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
年
会
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
加
入
期

家族そろってご加入を
交通災害共済会員募集

間
を
切
ら
さ
ず
更
新
す
る
た
め

に
は
、
8
月
29
日
㈮
ま
で
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
加
入
申
込
書
な
ど
は
、
行
政

集団は、保育所（園）・幼稚園・小学校・中学校
を通じての加入

加入状況

区分 年度
別

加入者
数（人）

加入率
(% )

会費収入計
（円）

一般
19 9‚307 11.8 6,468,800 
18 9‚629 12.1 6,719,400 

集団               
19 7‚553 83.2 2,651,000 
18 7‚665 82.8 2,694,300 

香取市の交通災害共済加入状況と
見舞金支給状況

支給状況

区分 年度
別

支給
件数

支給総額
（円）

見舞金
支給状況

19 44 5,915,000 
18 43 5,220,000 

協
力
員
に
発
送
し
て
あ
り
ま
す

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課　

☎
(50)
1
2
4
8

小
市
民
課 

☎
(82)
1
1
2
3

山
市
民
課 

☎
(78)
2
1
1
5

栗
市
民
課 

☎
(75)
2
1
1
3

　香取市洪水ハザードマップは、利根
川や霞ヶ浦などが大雨によって増水し
あふれ出た場合に浸水する区域や深さ
を示したもので、皆さんがお住まいの
地域における洪水時の危険性を把握
し、安全に避難していただくために作
成したものです。

マップを配布中
　現在、行政協力員を通して各世帯に
配布しています。町内会未加入世帯は、
総務課、各区事務所の自治振興課窓口
で配布します。
　また、香取市ホームページでもご覧
いただけます。
問い合わせ　総務課　☎(50)1201

₈月は一斉加入期間です

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料
国民健康保険税の年金天引きが

口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

ハザードマップハザードマップ
洪水

完成
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区　分 手当の全額を
受給できる人 手当の一部を受給できる人

児童₁人
のとき 月額41,720円

所得に応じて月額41,710円～
9,850円（10円刻み）の範囲で
決定します

児童₂人
のとき 児童₁人の手当月額に5,000円を加算した額

児童₃人
以上のとき ₃人目から児童₁人増えるごとに3,000円加算

低賃金労働者の労働条件を改善

改正最低賃金法が施行
　賃金の安い労働者の労働条件の改善に重要な役割を果
たしている最低賃金法が、₇月₁日に改正されました。
　今回の最低賃金法の改正は、就業形態の多様化が進む
中、賃金の安い労働者の労働条件の下支えとして、法が
十分に機能するよう必要な見直しを行ったものです。

問い合わせ　商工観光課　☎(50)1212　
　　　　　　千葉労働局　☎043(221)2328
HP  http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

改正の５ つのポイント

す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月

の
初
日
か
ら
7
年
」
の
い
ず
れ

か
早
い
日
の
属
す
る
月
を
経
過

す
る
な
ど
の
用
件
に
該
当
す
る

場
合
は
「
児
童
扶
養
手
当
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」
お
よ
び
「
関
係
書
類
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場

合
は
、
手
当
の
一
部
が
支
給
停

止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
要
件
に
該
当
す
る
人
に

は
、
必
要
書
類
な
ど
を
事
前
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
☎

（50）
1
2
5
7

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

●
目
的
と
趣
旨

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の

心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
役
立

て
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
制
度

で
す
。
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
な
ど
の
生
活
安
定
と
自
立

促
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
支
給
を
受
け
て
い
る

母
な
ど
は
、
自
ら
進
ん
で
自
立

を
図
り
、
家
庭
生
活
の
安
定
と

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
手
当
の
額

手
当
の
額
は
、
左
表
の
と
お
り

り
で
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
全
部
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

　

子
育
て
支
援
課
、
各
区
事
務

所
健
康
福
祉
課
に
次
の
書
類
を

添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
後
、支
給
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
書
類

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本
（
外
国
籍
の
人
は
、
外
国

人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
）

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま

れ
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
（
続
柄
・
本
籍
が
分
か
る
も

の
）

○
請
求
者
の
所
得
証
明
書
（
請

求
年
の
1
月
1
日
の
住
所
地

の
所
得
証
明
書
。
な
お
、
6
月

末
日
ま
で
に
請
求
の
場
合
は
、

前
々
年
の
所
得
証
明
書
）

○
そ
の
他
の
必
要
書
類
は
窓
口

で
説
明
し
ま
す

●
現
況
届

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
、
所
得
や
世
帯

の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の　

証
書
（
全

部
支
給
停
止
を
除
く
）、
印
鑑
、

住
民
票
（
世
帯
全
員
）、
養
育

費
に
関
す
る
申
告
書
な
ど

■
手
続
き　

8
月
1
日
㈮
〜
29

日
㈮
ま
で
（
受
給
資
格
者
に
は

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
）

　

な
お
、
期
間
内
に
届
出
を
し

な
い
場
合
、
受
給
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

2
年
間
、
現
況
届
を
提
出
し

な
い
場
合
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
権
利
を
失
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
を
失
っ
て
い
る

の
に
届
出
を
し
な
い
場
合
、
お

よ
び
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に

届
出
を
し
な
い
場
合
は
、
2
年

の
時
効
前
に
手
当
を
受
け
る
権

利
を
失
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
実
と
反
し
て
不
正

に
受
給
し
た
場
合
は
、
罰
則
規

定
が
あ
り
ま
す
。

受
給
後
5
年
を
経
過

す
る
な
ど
の
要
件

　

平
成
15
年
の
法
改
正
に
よ

り
、「
支
給
開
始
月
の
初
日
か

ら
起
算
し
て
5
年
」
と
「
支

給
要
件
（
離
婚
な
ど
）
に
該
当

その１

その２

その３

その４

その５

地域別最低賃金の不払いの罰金額の上限が₂万
円から50万円に引き上げられます。

産業別の最低賃金の不払いに関する罰則が変わ
ります。

低労働能力者などの適用除外が廃止され、最低
賃金の減額特例が新設されます。

派遣労働者には、派遣先の地域（産業）の最低
賃金が適用されます。

最低賃金額の表示単位が時間額のみになります。

　戸籍事務がコンピュータ化さ

れ新しい様式の証明書が10月₆

日㈪から発行されます。これに

よる戸籍事務の改正点をお知ら

せします。

Q新しい様式は？
　コンピュータ化されると、こ
れまでＢ₄縦書きだったものが、

Ａ4横書きになり、「出生」「婚姻」

などの項目ごとに箇条書きで記

載され、記録の内容も一目でわ

かるようになります。

Q今までの戸籍はどうなるの？
　今までの戸籍は「平成改製原戸籍（へいせいかいせいげんこせき）」として画像にしてコ

ンピュータで100年間保存されます。新しい戸籍には、婚姻や死亡などで、す

でに戸籍から除かれている人は記載されませんので、除かれた事項の記載が必

要なときは、この戸籍をご請求ください。

Q証明書の発行時間はどうなるの？
　証明書発行時間が短縮されます。婚姻届のように、新しい戸籍を作成する場

合は、届出を受けてから₁週間程度の時間がかかっていたものが、₂・₃日で

済み、これまでより早く証明書を発行できます。

Q何か変わることはないの？
　住民票「本籍欄」の表示の地番に枝番がある場合、「の」の記載がなくなります。

たとえば、「香取市佐原イ4300番地の₁」の表示が「香取市佐原イ4300番地₁」

になります。なお、現在使っている運転免許証などは書き換える必要はありま

せん。

Qコンピュータに登録の無い文字はどうなるの？
　記録される氏名の文字は「常用漢字」「人名用漢字」「法務省通達で認められ

ている文字」および「漢和辞典に載っている文字」などの文字に限られます。

これまでの戸籍は、手書きで処理していたため、草書や行書などの崩し文字で

記載されていたり、書き癖などで正字とは異なった字形で記録されていたりす

る文字があります。これらの文字は、戸籍法上は使用できない文字として、そ

の文字に対応する字種と字体に正字で記載することになります。

Q使用できない氏名の場合は？
　「氏」または、「名」が使用できない文字の人は、コンピュータ化後には、そ

れに対応する正字で記載されることになります。

　対象者には、₉月上旬

ごろから郵便などで順次

本人へお知らせしますの

で確認をお願いします。

　戸籍事務のコンピュー

タ化への移行作業は、氏

名の文字の取り扱いな

ど、皆さんのご理解とご

協力が必要ですのでよろ

しくお願いします。

問い合わせ　

市民課　☎(50)1210

変更

戸籍事務がコンピュータ化

字体が変更になる例

手書きの部首を正しくする例

戸籍謄本

藤
記載される文字

島
嶋
邉 紘 紀

艹 茂 花
灬 照 熊
門 間 関
厂 原

善
𣳾 泰

藏
重
齋
眞

邉

戸籍に使われる文字は正しい文字に

原本の
部首

実　　例
原本の文字 登録の文字 原本の文字 登録の文字

登録される
部首

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

 

児
童
扶
養
手
当
制
度
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　あなたも文化祭に参加してみませんか？
　11月₁日㈯から₅日㈬まで佐原中央公民館などで開
催される第54回佐原文化祭の出場者および作品を募集
します。なお、小見川・山田・栗源文化祭は、詳細が
決まり次第お知らせします。
■応募資格　16歳以上の市内在住・在勤者（文化会館
出演者は保護者同伴のうえ15歳以下の出演も認めます）

美術展
■期間　11月₁日㈯～₅日㈬
■場所　佐原中央公民館
■募集部門　絵画・書道・写真・
技芸・工芸・造景美術
■申し込み　₉月21日㈰₉時か
ら正午までに佐原文化協会事務局へ申し込みください

佐原文学
■発行　11月１日㈯
■規格　400字詰原稿用紙を使用し、本文の前に題名
と名前を、末尾には住所と電話番号を記入
■提出枚数　創作…₅枚以内／随筆…₃枚以内／短歌
…10首以内／俳句…10句以内／評論…₃枚以内／詩…
₁篇20行以内
■掲載料　分野につき1,000円
■締め切り　₈月31日㈰
■送付先　〒287-0041　香取市玉造16-49　佐原文化
協会「佐原文学」編集部　篠塚礼子方

芸能発表会
■佐原文化会館の日時
◇新舞踊会　　　　　　11月₁日㈯　₉時～17時
◇古典舞踊会　　　　　11月₂日㈰　10時～20時
◇音楽会　　　　　　　11月₃日㈷　11時～18時
◇民謡会・吟剣詩舞会　11月₄日㈫　₉時30分～17時
■佐原中央公民館の日時
◇謡曲会　11月₄日㈫　正午～16時
■申し込み　₈月29日㈮までに申込書に記入し、佐原
文化協会事務局へ申し込みください。

※作品の規格などの詳細は、佐原中央公民館などで配
布している募集要項をご覧ください
問い合わせ
香取市佐原文化協会事務局（生涯学習課内）
〒287-0003　香取市佐原イ211　☎(50)1224

（元栗源町議）

石槗　睦
むつみ

氏

（高萩）

旭
日
単
光
章

高
齢
者
叙
勲

佐原
文化祭

　

香
取
市
実
行
委
員
会
で
は
、

チ
ー
バ
く
ん
と
一
緒
に
千
葉
国
体

の
Ｐ
Ｒ
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
開
催

さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

チ
ー
バ
く
ん
と
国
体
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

せ
ん
か
？

■
内
容　

▼
チ
ー
バ
く
ん
の
着
ぐ

る
み
を
着
て
の
Ｐ
Ｒ　

▼
活
動
写

真
の
撮
影
▼
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
の
補
助
な
ど

■
募
集
期
間　

平
成
22
年
9
月
ま

で■
登
録
要
件　

申
し
込
み
時
に
高

校
生
以
上
で
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
。
た
だ
し
、
18
歳
未
満
の

人
は
、
保
護
者
の
同
意
を
必
要
と

し
ま
す
。

■
報
酬
・
交
通
費　

報
酬
は
無
償

と
し
、
交
通
費
は
自
己
負
担
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
服
飾
は
実
行
委

員
会
か
ら
貸
与
し
ま
す
。

■
保
険　

活
動
に
あ
た
り
、
市
実

行
委
員
会
で
「
傷
害
保
険
」、「
賠

償
責
任
保
険
」
に
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
、
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
香

取
市
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
国
体
準
備
室
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
2
8
7
‐
8
5
0
1　

香
取
市

佐
原
ロ
2
1
2
7　

ゆ
め
半
島
千

葉
国
体
香
取
市
実
行
委
員
会
事
務

局　

☎
(50)
1
2
3
0

kokutai@
city.katori.lg.jp

※
個
人
情
報　

登
録
者
の
個
人
情
報

は
、
市
実
行
委
員
会
が
活
動
の
み
に
活

用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん

　

ぬ
い
ぐ

る
み･

ポ
ロ

シ
ャ
ツ
に
加

わ
り
香
取
市

オ
リ
ジ
ナ
ル 

チ
ー
バ
く
ん
の
ピ
ン
バ
ッ

ジ
が
新
登
場
！

　

各
グ
ッ
ズ
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
︵
国
体
準
備
室
︶

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
バ　
と

国
体
Ｐ
Ｒ

く
　ん

宝くじ助成金で
下座道具

　小見区では、宝くじの助成金で地
区の伝統行事で使用する下座道具を
整備しました。
　夏季祭礼は、毎年多くの人たちで
にぎわう、この地区の伝統行事で、
コミュニティ組織の結束力を高める
重要な行事です。これに使用する下
座道具が老朽化したため新たに購入
したものです。
　この助成事業は、コミュニティの
健全な発達を図るとともに、宝くじ
の普及広報を目的に㈶自治総合セン
ターが助成を行っているものです。

問い合わせ
市民活動推進課　☎(50)1261

みご ガ エ ルの こ と か ん

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
そ
う
！

ご
み
の
収
集
場
所
は
、

ご
み
を
一
時
的
に
置
い
て

お
く
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
者
が
清
掃
す
る
な
ど
し

て
、
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
一
部
の
人
た
ち
の
た
め
に

地
域
の
美
観
が
損
な
わ
れ
た
り
、

迷
惑
を
う
け
て
い
る
と
こ
ろ
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
次
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
出
し

ま
し
ょ
う
。

●
き
ち
ん
と
分
別

　

ご
み
は
、
分
別
の
区
分
に

よ
っ
て
処
理
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
す

る
こ
と
は
、
収
集
時
や
処
理
施

設
な
ど
で
の
作
業
の
安
全
確
保
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
、
ご
み

処
理
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ご
み
は
、
種
類
ご
と
に
分
別

し
て
、
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
決
め
ら
れ
た
日
・
場
所
へ

　

ご
み
の
収
集
日
、
収
集
場
所

は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

収
集
日
を
確
認
し
て
、
決
め
ら

れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
収
集
場

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
地
区
の
収
集
場

所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
朝
8
時
ま
で
に

　

可
燃
ご
み
を
前
日
や
夜
間
に

出
す
と
、
カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に

散
ら
か
さ
れ
た
り
、
臭
い
が
出

る
な
ど
付
近
の
人
の
迷
惑
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
時
間
以

降
に
ご
み
を
出
す
と
、
収
集
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
も
き
れ
い
で
気
持
ち
の

良
い
収
集
場
所
に
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
排
出
ル
ー
ル
を
守
っ

て
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
(50)
1
2
4
8

佐原文化祭の
出演者・作品募集

　
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
㈲
高
木
自
動
車
商

会
か
ら
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー
と

し
て
、
自
動
車
（
軽
ワ
ゴ
ン
車
）

1
台
が
提
供
（
貸
与
）
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
7
月
10
日
、
宇

井
市
長
（
実
行
委
員
会
会
長
）
が

市
役
所
で
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
謝

意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
の
車
は
、
大
会
開
催
ま
で
啓

発
用
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
実
行
委
員
会
で
は
、
国
体
開

催
に
賛
同
す
る
企
業
な
ど
か
ら
協

賛
金
、
物
品
な
ど
の
提
供
を
受
け

る
「
香
取
市
企
業
協
賛
制
度
」
を

3
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

▲協賛された車の前で（左から）
宇井市長、㈲高木自動車商会の
高木社長、チーバくん

【行政情報】

チーバくんの
ピンバッチが
新登場！

国体成功へ
自動車を提供
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香
取
を
再
発
見
！

地
図
の
ま
ち
佐
原

　

香
取
市
の
素
晴
ら
し
い
文

化
や
工
芸
品
な
ど
を
発
掘
・

再
認
識
す
る
地
図
の
ま
ち
佐

原
﹃
香
取
発
見
伝
﹄
が
6
月

29
日
、
香
取
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
企

業
・
団
体
・
個
人
な
ど
に

よ
る
伝
統
工
芸
や
美
術
、
環

境
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の

ブ
ー
ス
が
出
展
。
手
作
り
を

体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
も
あ

り
、
親
子
連
れ
で
大
に
ぎ
わ

い
。
体
育
館
中
央
に
設
け
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
香
取

神
道
流
に
よ
る
日
本
刀
や
薙

刀
の
演
技
、
お
み
が
和
よ
さ

こ
い
会
＂
和
気
藹
藹
＂
に
よ

る
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
会
館
で
は
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
開
演
前
に
﹃
未
来

の
香
取
市
﹄
を
テ
ー
マ
と
し

た
市
内
小
学
5
・
6
年
生
の

絵
画
・
作
文
展
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
関
教
育
長
か
ら
入

賞
し
た
生
徒
た
ち
に
賞
状
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル
で
、
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
山
田
中
学
校
吹
奏

楽
部
と
小
見
川
吹
奏
楽
団
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

行
わ
れ
、
客
席
は
満
席
で
、
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

受
付
で
手
渡
さ
れ
た
短
冊
に
願
い
事
が
書

か
れ
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
笹
竹
に
結
び
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
一
足
早
い
七

夕
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
夏
の
夜
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

星に願いを　サマーナイトコンサート ₇月₅日

▲

古
田
敦
也
氏
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
は
、
当
選
し
た
多
く
の

人
が
来
場
し
、
現
役
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
、
楽
し
い
話
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た

▲絵画・作文展で入賞し関教育長か
ら賞状を渡される子どもたち

▲親子で手作り体験。手前はパンの花づくり

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
6
月
29
日
、
神
崎
町

民
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

に
は
、
香
取
市
消
防
団
の
代
表
6
部
隊
が
参

加
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
を
積
ん
だ
郡
内
各
町

代
表
と
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
団
体
で
小
見
川
支
団
第
1

分
団
第
1
部
︵
黒
部
川
以
東
︶
が
ポ
ン
プ
車

の
部
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
7
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

日ごろの訓練成果、操法技術を披露

　

七
夕
を
前
に
、
栗
源
公
民
館
で
小
さ
な
子

ど
も
を
持
つ
親
子
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で

あ
る
﹁
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
﹂
の
親
子
22
組
が

﹁
七
夕
馬
﹂
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

﹁
七
夕
馬
﹂
は
、
ワ
ラ
な
ど
で
馬
や
牛
を

作
り
、
こ
れ
を
引
い
て
川
ま
で
行
く
と
い

う
、
こ
の
地
域
に
伝
わ
る
七
夕
行
事
の
1
つ

で
す
。
近
年
は
、
こ
れ
を
作
れ
る
人
も
少
な

く
、
地
域
の
文
化
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

地域の文化を親子で学ぶ ₇月₃日

▲指導者の説明に熱心に聞き入る親子

₆月29日

▲優秀賞を受賞した小見川支団第₁分団第₁部の隊員

自分で作った「竹食器」

救命リレーに活躍を期待 ₆月28・29日
　

香
取
市
民
体
育
館
︵
29
日
は

佐
原
中
央
公
民
館
︶
で
、
赤
十

字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
幼
児
期
に

起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止
、

救
命
・
応
急
手
当
の
方
法
な
ど

を
学
び
、
不
測
の
事
態
に

備
え
る
も
の
で
、
今
回
の

参
加
者
は
14
人
。

　

学
科
を
は
じ
め
、
ハ
ン

カ
チ
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を

用
い
た
応
急
手
当
や
幼
児

の
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
た

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
A
E
D
︵
自
動

体
外
式
除
細
動
器
︶
の
使

用
方
法
な
ど
、
救
命
処
置

に
係
る
実
技
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
に
は
、
学
科
と

実
技
の
検
定
試
験
が
行
わ

れ
、
受
講
者
は
2
日
間
で

学
ん
だ
知
識
と
技
術
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
し
も
の
と
き
、
そ
ば
に
居

合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
で

き
た
ら
⋮
。
新
た
な
支
援
員
の

活
躍
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

▲ストッキングを用いて応急手当を実演する受講者

₆月22日
　

県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家
で
﹃
わ
ん
ぱ
く
教
室
﹄
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
香
取
市
生
涯

学
習
人
材
バ
ン
ク
事
業
︵
子
供

体
験
学
習
︶
と
し
て
、
4
～
6

年
生
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催

さ
れ
る
も
の
で
す
。
岡
飯
田
の

竹
山
で
﹁
竹
の
食
器
作
り
﹂
を

学
ん
だ
後
、﹁
流
し
そ
う
め
ん
﹂

と
﹁
里
山
探
検
﹂
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
天
気
の
た
め
、﹁
竹

食
器
と
紙
鉄
砲
作
り
﹂

と
﹁
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
観
賞
﹂
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
は
子

ど
も
た
ち
。
す
ぐ
に

気
持
ち
を
切
り
替
え

る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
お
の
お
の

が
見
事
な
竹
食
器
を

作
り
上
げ
、
昼
食
の
冷

や
し
そ
う
め
ん
を
器

に
盛
り
付
け
る
と
、
そ

の
格
別
な
味
わ
い
に

大
喜
び
で
し
た
。

▲慣れない手つきで竹を切る生徒

▲スマップのメドレーに合わせて小見吹
メンバーによるダンスも披露されました

香
取
市
に
は
、楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な

ホ
ッ
ト
な
ま
ち
の
話

題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【まちかど通信】
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市
で
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

原
子

爆
弾
被
爆
者
手
帳
・
印
鑑
・
本

人
名
義
の
銀
行
口
座

※
昨
年
度
申
請
者
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
ま
す

申
9
月
1
日
㈪
ま
で
に
次
へ

社
会
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
9

小
健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

　

い
ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」

に
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
（
ご
遺
族
は
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
）。「
引
揚
者
」
は
、
終

戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
1
年
以

上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
、
戦

後
引
き
上
げ
て
き
た
家
族
全
員

が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
社
会
福
祉
課
、
各

■
参
加
費　

1
3
9
0
0
円

（
学
生
9
9
0
0
円
）

申
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会

☎
0
3
（
3
5
8
4
）
4
0
8
5

■
対
象　

①
平
成
19
年
4
月
1

日
以
降
に
危
険
物
製
造
所
な
ど

で
危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
危
険

物
取
扱
者
（
平
成
18
年
4
月
1

日
以
降
に
免
状
の
交
付
ま
た
は

保
安
講
習
を
受
け
て
い
る
人
は

除
か
れ
ま
す
）

②
平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
免
状

の
交
付
、
保
安
講
習
を
受
講
し

危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に
従

事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

■
期
日　

10
月
3
日
㈮

■
場
所　

東
総
文
化
会
館

申
8
月
25
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま

で
に
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　

市
内
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
勤

務
す
る
、
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
職
種　

特
別
支
援
教
育
支
援

員■
募
集
数　

若
干
名

■
採
用
予
定
日　

9
月
1
日
㈪

■
勤
務
時
間　

8
時
〜
14
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
長
期
休
業

日
を
除
く
）

■
時
給　

9
0
0
円

■
面
接
試
験
日　

8
月
19
日
㈫

市
役
所
5
0
4
会
議
室

■
選
考　

書
類
選
考
・
面
接

申
8
月
11
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書

を
学
校
教
育
課
へ
持
参

 

☎
（50）
1
2
3
9

　

説
明
会
を
開
催

 

10
月
1
日
か
ら
実
施
す
る
、

佐
原
区
・
栗
源
区
の
ご
み
処
理

手
数
料
改
定
に
伴
う
、
可
燃
ご

み
指
定
袋
販
売
店
の
指
定
な
ど

に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

8
月
8
日
㈮　

15
時
〜

■
場
所　

市
役
所
5
階
大
会
議
室

■
対
象
者　

佐
原
区
・
栗
源
区

指
定
袋
販
売
店

問
環
境
安
全
課
☎

（50）
1
2
4
8

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

　

今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を

予
防
・
改
善
す
る
運
動
教
室
を
、

開
催
し
ま
す
。

　
「
運
動
を
す
す
め
ら
れ
て
い

る
が
、
ひ
と
り
で
は
続
か
な

い
…
」「
ど
ん
な
運
動
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
…
」。

そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
人
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
一
緒
に
運
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
運
動
だ
け
で
な
く
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
般
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
万
病
の

元
。
み
ん
な
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

を
や
っ
つ
け
よ
う
！

■
対
象　

40
歳
以
上
64
歳
以
下

の
市
内
在
住
者
で
、
お
腹
ま
わ

り
や
体
重
増
加
が
気
に
な
る
人

■
実
施
期
間　

10
月
〜
平
成
21

年
3
月　

毎
週
金
曜
日

■
募
集
ク
ラ
ス

①
…
9
時
〜
10
時
30
分

②
…
10
時
45
分
〜
12
時
15
分

③
…
13
時
30
分
〜
15
時

④
…
15
時
15
分
〜
16
時
45
分

■
募
集
人
数　

各
ク
ラ
ス
10
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
内
容　

体
の
チ
ェ
ッ
ク
、
体

操
、持
久
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
）、
ら
く
ら
く
筋

ト
レ
、
生
活
指
導
、
パ
ソ
コ
ン

で
デ
ー
タ
管
理
な
ど

■
参
加
費　

高
機
能
歩
数
計
、

テ
キ
ス
ト
代
、
保
険
料
な
ど
半

年
間
で
1
5
0
0
0
円
ほ
ど

申
8
月
22
日
㈮
ま
で
に
健
康
づ

く
り
課　

☎
（50）
1
2
3
5

　

健
康
づ
く
り
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
た
め
に
皆
さ
ん
一
緒

に
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

▼
8
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫　

10

時
〜
正
午
／
香
取
市
民
体
育
館

▼
8
月
8
日
㈮
・
22
日
㈮　

10

時
〜
正
午
／
小
見
川
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

申
地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4 

☎
0
9
0
（
3
5
0
9
）
7
2
7
3

■
日
時　

8
月
9
日
㈯　

9
時

〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

山
田
区
事
務
所
前
駐

車
場

■
参
加
費　

3
0
0
円

問
東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志

 

☎
（54）
2
4
6
7

■
期
日
・
場
所

▼
9
月
18
日
㈭
・
22
日
㈪　

千

葉
県
消
防
学
校
（
千
葉
市
中
央

区
仁
戸
名
町
）

▼
9
月
19
日
㈮　

千
葉
市
消
防

局
（
千
葉
市
中
央
区
長
洲
）

▼
10
月
4
日
㈯　

修
了
証
授
与

式（
千
葉
市
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
）

募集

お知らせ

2008. August

8
月
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【暮らしの情報】

香取市佐原イ2943　☎52－4545
http://www.yamaken.ne.jp/

㈱山本住建
ヤ マ ケ ン

リフォームのことならなんでもおまかせ下さい ！
どこに頼んでよいかわからない工事 お電話

下さい!

〈広告〉 〈広告〉

香取ホール おみがわ
聖苑となり

www.narikoh-ceremony.com

月々の掛金一切不要
多数の特典あり！

24時間
年中無休

香取市小見川1675-1
70120-317-565 ☎0478-83-4194

ヨ イ ク ヨウ

〈広告〉

講座
教室

区
事
務
所
健
康
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
未
請
求
者
は
早
急
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
求
期
限　

平
成
21
年
3
月

31
日
㈫
ま
で

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金

0
1
2
0
‒
2
3
4
9
3
3

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・

友
達
関
係
な
ど
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
悩
み
ご
と
何
で
も
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
相

談
に
の
り
ま
す
。
秘
密
は
堅
く

守
り
ま
す
。

■
日
時　

8
月
5
日
㈫ 

10
時

〜
正
午
ま
で
受
付

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
2

階
第
1
研
修
室

問
香
取
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
千
葉
地
方
法
務
局
香
取
支
局

内
） 

☎
（52）
3
3
9
1

■
日
時　

8
月
20
日
㈬　

13
時

〜
16
時
（
要
予
約
）

法
律
無
料
相
談

チ
ー
ム

マ
イ
ナ
ス
3
セ
ン
チ

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語

　小見川プラザ（くろべ館）は、平成14年か
ら生涯学習の拠点として皆さんに利用されて
きましたが、₉月末をもって閉館することに
なりました。
　今後の市民の皆さんの活動には、小見川プ
ラザ周辺で次の施設が利用できますので、ぜ
ひご利用ください。

小見川プラザ周辺施設

▼スポーツコミュニティセンター☎(83)0101

▼小見川福祉センター（さくら館）☎(82)3242

▼小見川区事務所　☎(82)1111

▼千葉県立水郷小見川少年自然の家☎(82)1343

▼学校施設開放（スポーツ振興課）☎(50)1221
問い合わせ　小見川プラザ　☎(80)1100

小見川プラザ
閉館のお知らせ

災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

原
子
爆
弾
被
爆
者
へ

見
舞
金
を
支
給

臨
時
職
員

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

子
ど
も
の
悩
み
ご
と

何
で
も
人
権
相
談
所

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑

留
者
・
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

可
燃
ご
み
指
定
袋

販
売
店
の
皆
さ
ん
へ
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佐原中央公民館
〇原爆ポスター展～サダコと折り鶴～
　₈月₆日㈬～15日㈮の17時
〇佐原水墨画会　水墨画展
　₈月20日㈬の13時～24日㈰の15時

市民体育館
〇青少年つどい大会
　₈月₃日㈰　₉時～17時
〇市民バドミントン大会
　₈月24日㈰　₉時～17時

佐原文化会館
○小見川吹奏楽団定期演奏会
　₈月24日㈰　13時30分～

佐原中央図書館
〇えほんのじかん
　₈月₃日㈰、10日㈰、17日㈰、24日㈰、
　31日㈰　14時～　₄歳以上対象
○わくわくおはなしかい
　8月2日㈯ 14時～ 乳幼児から大人まで
　ボランティアグループ“絵本の会”
による昔話の語り・絵本の読み聞かせ
〇今月の休館日は₈月₄日㈪、11日㈪、
18日㈪、25日㈪、29日㈮

Event Schedule
■
場
所　

佐
原
信
用
金
庫
本
店

■
相
談
内
容　

土
地
・
家
屋
、

金
銭
貸
借
・
保
証
、
遺
産
相
続
・

贈
与
、
離
婚
・
結
婚
な
ど

問
佐
原
信
用
金
庫
お
客
様
相
談

室 
☎

（54）
2
1
4
4

■
日
時　

8
月
16
日
㈯　

10
時

〜
15
時
（
毎
月
第
3
土
曜
日
）

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も

問
千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林 

☎
（55）
1
0
1
2

　

希
望
者
は
各
税
理
士
事
務
所

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
8
月
4
日
㈪　

大
川
惣
一
税

理
士
事
務
所
（
香
取
市
佐
原
ロ

2
1
2
9
‒16
ヴ
ィ
ー
タ
佐
原

4
0
5
） 

☎
（52）
1
2
8
8

◇
8
月
18
日
㈪　

田
畑
武
彦
税

理
士
事
務
所
（
東
庄
町
笹
川
い

4
6
7
7
‒18
） 

☎
（86）
2
8
8
0

※
現
在
、
税
理
士
や
税
理
士
法

人
に
顧
問
契
約
を
し
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

小
倉

 

☎
（52）
3
5
5
7

■
日
時　

8
月
8
日
㈮　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

屋
根
に
関
す
る

こ
と

問
千
葉
県
瓦
工
事
業
連
合
会
香

取
支
部　

篠
塚

0
1
2
0
‒3
3
5
2
0
7

　

小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
は
、
小
江

戸
と
呼
ば
れ
る
佐
原
・
川
越
・

栃
木
を
擁
す
る
三
市
が
、
持
ち

回
り
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
、
川
越
ご
当
地
の
長

唄
鑑
賞
や
、
江
戸
の
娯
楽
に
関

す
る
講
演
の
ほ
か
、
同
時
期
に

開
催
さ
れ
る
「
あ
る
っ
て
ア
ー

ト
」
見
学
、
町
並
み
散
策
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

8
月
24
日
㈰　

8
時

市
役
所
出
発（
20
時
ご
ろ
帰
着
）

■
行
き
先　

川
越
市（
一
番
街
・

氷
川
会
館
ほ
か
）

■
定
員　

70
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

2
5
0
0
円
（
昼

食
代
込
み
）

申
8
月
7
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
表
に

〒
2
8
7
‒8
5
0
1　

商
工

観
光
課
、
往
信
裏
に
参
加
希
望

者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
（
1
枚
で
2
人
ま
で
）、

返
信
表
に
返
送
先
を
記
入
し
商

工
観
光
課
ま
で
郵
送

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
1
2

　

今
年
の
栗
源
の
夏
ま
つ
り

は
、
レ
ッ
ツ
!
サ
ン
バ
で
す
。

　

見
て
楽
し
ん
で
、
参
加
し
て

騒
い
で
、
真
夏
の
夜
の
開
放
感

を
満
喫
。
も
ち
ろ
ん
下
座
や
和

太
鼓
の
披
露
、
お
い
し
い
食
べ

【暮らしの情報】

■
参
加
費　

1
チ
ー
ム
3
0
0

0
円

申
8
月
14
日
㈭
ま
で
に
山
田
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
（78）
3
2
0
4

■
参
加
資
格　

市
内
弓
道
愛
好

者
、
市
内
高
校
弓
道
部
員
、
弓

道
教
室
受
講
者

■
日
時　

8
月
23
日
㈯　

9
時

30
分
〜

■
場
所　

香
取
神
宮
弓
道
場

■
種
別　

学
生
の
部
、
一
般
の

部
、
初
心
者
の
部
（
弓
道
教
室

受
講
者
）

■
参
加
費　

無
料

※
競
技
方
法
な
ど
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
8
月
16
日
㈯
ま
で
に
体
育
協

会
弓
道
部　

飯
島

 

☎
（52）
2
0
2
3

物
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
。
お
友
達
と
一
緒
に
、
子
ど

も
花
火
大
会
に
も
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　

8
月
16
日
㈯　

 

17

時
〜

■
場
所　

栗
源
運
動
広
場

問
栗
源
の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
栗
生
涯
学
習
担
当
）

 

☎
（75）
2
1
1
7

～
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
～

　
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言

す
る
市
で
は
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、

被
爆
に
よ
る
白
血
病
で
亡
く

な
っ
た
佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
12

佐原中央公民館 ☎(55)1151

香取市民体育館 ☎(55)1290

佐原文化会館 ☎(55)1161

佐原中央図書館 ☎(55)1343

税
理
士
に
よ
る

税
の
無
料
相
談

建
築
無
料
相
談

☎0478（58）2777 携帯080・5030・5665
香取市山之辺1463－7（国道51号線沿い）

債 務 整 理・自 己 破 産・過 払 金 返 還 請 求
不動産登記・会社登記・裁判手続・法律相談

法 務 大 臣 認 定
昭和49年８月開業 司 法 書 士黒田 良一

〈広告〉

からのお知らせ

　広報かとりは、郵便局、金融機関、コンビニな
どにも置いてありますので、ご利用ください。
問い合わせ　秘書広報課　☎（50）1204

催し

年
の
短
い
生
涯
を
中
心
と
し
た

「
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
期
間　

8
月
6
日
㈬
〜
15
日

㈮
の
17
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
1

階
ロ
ビ
ー

問
総
務
課 

☎
（50）
1
2
0
1

　

梨
狩
り
体
験
と

　
　
　

地
元
食
材
を
味
わ
う

　

梨
狩
り
体
験
な
ど
、
生
産
者

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
香
取

地
域
の
農
産
物
の
す
ば
ら
し

さ
、
再
発
見
の
旅
で
す
。

■
日
時　

9
月
18
日
㈭　

9
時

40
分
〜
16
時
45
分

■
内
容　

梨
狩
り
体
験
〜
風
土

村
〜
道
の
駅
く
り
も
と
〜
伊
能

忠
敬
記
念
館

■
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
北

口　

9
時
30
分

■
募
集
人
数　

40
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

大
人
2
0
0
0
円

 

小
人
1
6
0
0
円

■
募
集
期
間　

8
月
18
日
㈪
〜

9
月
6
日
㈯

申
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
2
8
7
‒0
0
0
5
佐
原
ホ

1
2
5
0
‒3　

香
取
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
（52）
9
1
9
1

 
 

（54）
5
6
1
7

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
者

（
男
女
別
）
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

■
日
時　

8
月
24
日
㈰　

8
時

30
分
〜

■
場
所　

山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

〈広告〉

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

青
年
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

か
と
り
の
旅
ツ
ア
ー

小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト

川
越
大
会

市
民
弓
道
大
会

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会
で

は
、
小
野
川
・
香
取
街
道
沿

い
の
各
店
を
中
心
に
、
約

5
0
0
個
の
ガ
ラ
ス
瓶
を

使
っ
た
灯
り
で
、
お
も
て
な

し
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の

で
、
夏
の
夕
暮
れ
、
ゆ
か
た

姿
で
灯
り
と
音
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
16
日
㈯　

13

時
〜
20
時
30
分

■
場
所　

佐
原
町
並
み
交
流

館
、
さ
わ
ら
し
ん
き
ん
街
か

ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
伊
能
忠
敬

旧
宅
付
近
ほ
か

■
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
琴

の
演
奏
、
小
野
川
で
夢
灯
ろ

う
流
し
、
下
座
舟
に
よ
る
佐

原
囃
子
の
演
奏
、
縁
日
ほ
か

■
参
加
費　

夢
灯
ろ
う
流
し

…
5
0
0
円
、
ゆ
か
た
の
レ

ン
タ
ル
…
1
0
0
0
円
（
ゆ

さ
わ
ら
・
町
並
み
・
夕
涼
み

～
ゆ
か
た
で

楽
し
む

灯
り
と

音
～

8
月
13
日
㈬

～
16
日
㈯

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
で

夏
ま
つ
り

か
た
の
着
付
け
は
無
料
）

■
交
通
規
制　

小
野
川
両
岸

の
一
部
で
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
佐
原
お
か
み
さ
ん
会

☎
0
8
0
（
5
4
5
5
）
7
5
7
7

屋
根
の
無
料
相
談
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私
た
ち
の
通
う
佐
原
中
学
校

は
、
全
校
生
徒
6
1
2
名
の
大

き
な
学
校
で
す
。
ま
た
、
歴
史

と
伝
統
に
育
ま
れ
、
今
年
で
創

立
62
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
学
校
行
事
に
燃
え
に
燃
え
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

行
事
を
最
高
の
も
の
に
す
る
た
め
、
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
み
ま
す
。
中
で
も
、
最
も
盛
り
上
が
る
の
が
﹁
3
年
生

を
送
る
会
﹂
で
す
。

　
﹁
3
年
生
を
送
る
会
﹂

は
、
毎
年
卒
業
式
前
に

丸
1
日
を
か
け
て
行
わ

れ
ま
す
。
卒
業
し
て
い

く
3
年
生
に
中
学
校
生

活
最
後
の
思
い
出
を
残

し
て
も
ら
お
う
と
、
生

徒
会
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
ま
す
。
約
2
カ

月
前
か
ら
1
、
2
年
生

は
各
学
年
の
発
表
の
準

備
を
進
め
ま
す
。
劇
や

ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
な
ど
そ
の
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
練
習

や
製
作
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
が
ん
ば
り
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
日
は
そ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
、
一
生
懸
命
演
技

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

す
。
そ
の
後
、
3
年
生
の
先

生
方
の
発
表
が
続
き
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

退
場
時
に
見
せ
る
3
年
生
の

笑
顔
と
涙
は
、
今
で
も
私
の

目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の

学
校
は
一
つ
の
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

す
ば
ら
し
い
学
校
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
全
校
が
一
致
団
結

し
て
ま
た
新
た
な
歴
史
と
伝

統
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
高
に
盛
り
上
が
る
﹁
3
年
生
を
送
る
会
﹂

₃年

木
き

内
うち

 奎
けい

吾
ご

さん

学
校
自
慢
佐
原
中
学
校

休 日 の 夜 間 急 病 診 療
☎(83)0800
市のホームページでもお知らせしています
　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）
　※電話番号が変わりました

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
救
急
救
命
士
。

　

中
国
・
四
川
大
地
震
の
被
災
地

へ
、
国
際
緊
急
援
助
隊
の
医
療

チ
ー
ム
と
し
て
派
遣
。
5
月
20
日

に
成
田
空
港
を
出
発
し
、
22
日
に

成
都
市
の
四
川
大
学
華
西
病
院
で

活
動
を
開
始
。6
月
2
日
に
帰
国
。

14
日
間
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日く
さ
か
べ

下
部 

雅ま
さ
ゆ
き之

さ
ん︵
山
倉
︶

○
担
当
さ
れ
た
業
務
は
？

　

被
災
地
か
ら
搬
送
さ
れ
て
く
る

患
者
さ
ん
の
脈
拍
や
血
圧
を
測
定

し
て
、
医
師
に
引
き
継
ぐ
救
急
外

来
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

○
国
際
緊
急
援
助
隊
に
志
願
さ
れ

た
理
由
は
？

　

地
元
で
大
き
な
災
害
が
起
き
た

時
に
何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
見
つ

け
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

志
願
し
ま
し
た
。

○
現
地
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

い
か
が
で
し
た
か
？

　

自
分
の
想
像
を
超
え
る
も
の
で

し
た
。
視
察
に
い
っ
た
都と

江こ
う

堰え
ん

で

は
、
半
壊
で
住
め
な
い
よ
う
な
家

が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
仮
設
住

宅
や
救
援
物
資
な
ど
は
行
き
届
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

○
活
動
時
、﹁
言
葉
の
壁
﹂
な
ど

は
感
じ
ま
し
た
か
？

　

日
常
の
会
話
は
、
日
本
語
学
校

に
通
っ
て
い
た
学
生
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
1
人
ず
つ
に
付
い
て
く

れ
た
の
で
大
丈
夫
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
医
療
用
語
が
わ
か
る
通
訳
が

▲宇井市長に活動報告をする
　日下部さん

▼

テ
ン
ト
内
で
の
活
動
模
様

▲無残に崩れた都江堰の
　中国銀行

い
な
か
っ
た
こ
と
で
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
へ
「
ど
こ

が
痛
み
ま
す
か
」
な
ど
を
、
中
国

語
で
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
現
地
の
方
々
に
は
「
来
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
今
回
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う

に
生
か
し
た
い
で
す
か
？

　

大
き
な
災
害
は
決
し
て
起
こ
っ

て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仮

に
香
取
市
で
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
は
、
そ
の
と
き
の
対
応
方
法

な
ど
、
今
回
の
経
験
で
得
た
こ

と
を
活
か
し
て
皆
さ
ん
に
伝
え
て

い
き
、
少
し
で
も
多
く
の
生
命
を

救
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パパ 一晃さん
ママ 綾子さん

お笑い大好き。最近はエ
ドはるみがお気に入り。

篠
しのつか

塚 唯
ゆ い り

莉ちゃん（大倉）

1歳
9カ月

パパ 真さん
ママ 美紀さん

バスと電車が大好きで
す。毎日妹と仲良く遊ん
でいます。

平
ひらやま

山 昊
ひかる

くん（小見川）

1歳
10カ月

パパ 雅浩さん
ママ 美幸さん

健康で素直な子に育っ
てほしいです。

藤
ふじしろ

城 華
はな

ちゃん(竹之内)

1歳
9カ月

パパ 幸宏さん
ママ なつ来さん

歌とリズム遊びが大好
き♥毎日ノリノリだよ♪

芦
あ し た

田 美
み こ と

琴ちゃん(新々田)

1歳
9カ月

パパ 俊彦さん
ママ 奈津子さん

トマト・うどん・ヨーグル
トが大好き！食欲旺盛な
我が家のアイドルです♥

伊
い と う

藤 千
ち ひ ろ

尋ちゃん（佐原ロ）

1歳
10カ月

　「広報かとり」のコーナーを飾る「みて・見て・うちの子」に掲
載するお子さんの写真を募集します。お子さんのちょっとした瞬間
の一コマや成長の記念をお寄せください。
■対象　市内在住で平成18年12月から19年₅月生まれのお子さん
（10月から₃月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　₈月14日㈭（消印有効）までに往復はがきに保護
者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月
日を記入し、〒287-8501秘書広報課広報班まで郵送してください（応
募多数の場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web版広
報かとり」にも掲載されます
問秘書広報課　☎(50)1204

掲載写真募集

再生紙を使用しています

File.14

災
害
に
備
え
、
自
分
た
ち
で
生
き
る

 

す
べ
を
も
つ
こ
と
も
大
切
で
す

　

季
節
は
夏
本
番
。
市
内
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
地
区
で
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
私
は
佐
原
の
大
祭

へ
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
取
材

の
足
は
自
転
車
。
エ
コ
の
た
め

自
分
の
た
め
？
自
転
車
を
こ
ぎ

ま
す
。
せ
っ
か
く
な
の
で
自
転

車
だ
か
ら
行
け
る
路
地
へ
。
い

つ
も
と
違
う
景
色
。
町
並
み
と

は
ま
た
違
っ
た
昭
和
の
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
。
車
で
は
見
つ
け
ら

れ
な
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
実
は
、
仁
井
宿
の
山
車

を
追
い
か
け
る
た
め
、
香
取
神

宮
方
面
に
行
き
た
か
っ
た
私
は
、

冒
険
心
が
疼
き
、
通
っ
た
こ
と

が
な
い
路
地
を
通
っ
た
た
め
、

こ
っ
そ
り
迷
子
に
！
「
だ
、
誰

か
助
け
て
…
」
と
思
い
な
が
ら
、

散
策
気
分
か
ら
一
転
、
必
死
な

形
相
で
自
転
車
を
こ
ぐ
は
め
に

な
っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
（
Ｙ
）


